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小児肥満における食生活パターンおよび両親の体格の関連
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　富山県において小児肥満予防の要因を解明するために行われた富山スタディの対象者につい

て，小学1年入学時点での健康調査票を基に，学童の体型に関連する食生活パターンを解析し

た。対象者は6,452人（男児3,293人，女児3,159人）であった。小学1年時の食生活パターンは

クラスター分析の結果，男児では6クラスター，女児では8クラスターに分類された。男児では

食生活パターンに特徴を認めないクラスターでBMI（Body Mass Index, Kg/m2）18以上の頻度が

高かった。卵，牛乳，乳製品，脂身，魚介類，大豆，果物，緑黄色野菜，いも類をよく摂取する

クラスターではBMI14未満の者が多い結果が示された。女児では脂身を食べる頻度が高いクラ

スターにBMI18以上の者が多く，乳製品，果物を食べる頻度が高く，脂身を食べる頻度が低い

クラスターにBMI14未満の者が多いことが示された。小学1年時における肥満度と両親の体型

の関連を求めるために行った共分散分析の結果では，男児，女児とも両親の体型との関連は有意

に大きかった。男児では父親のみが肥満の場合と両親とも普通体の場合に，肥満の頻度が有意に

低い食生活クラスターが存在した。それらはそれぞれ，牛乳をよく飲み，脂身をあまり食べない

群，牛乳をあまり飲まず，味噌汁をよく飲む者が多いことで特徴付けられる群であった。女児で

は父親のみ肥満の場合と両親とも普通体の場合，肥満の頻度が有意に高い食生活クラスターが存

在した。それらはそれぞれ，牛乳，味噌汁をよく飲むことや，乳製品，果物をよく食べること，

脂身をよく食べることで特徴付けられる群であった。このように小児の肥満は両親の体型との関

連が大きいが，両親の体型が同じでも食生活クラスターによって小児の肥満度の違いがみられ，

食生活パターンの小児肥満との関連性が示された。
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